
－ 要項 1 －

令和２年度鹿児島県総合教育センターにおける免許状更新講習実施要項

１ 趣 旨

本講習は，教育職員免許法第９条の３の規定に基づき，文部科学大臣の認定を受けて実施

するものである。

本県では，同一年度に「パワーアップ研修（中堅教諭等資質向上研修 （以下「パワー）」

アップ研修」という ）と免許状更新講習の時期が重なった教員や，離島勤務者で免許状更。

新講習の受講対象となった教員の負担軽減を図るため，鹿児島県総合教育センターが実施し

ているパワーアップ研修において，希望する教員を対象に免許状更新講習として実施する。

鹿児島県教育委員会２ 主 催

鹿児島市教育委員会３ 共 催

４ 対象者

令和２年度における免許状更新講習受講対象者 のうち，令和２年度の本県パワーアッ＊１

プ研修対象者並びに本県離島勤務者の中で，現に公立の小学校，中学校，義務教育学校，

， （ ），高等学校及び特別支援学校に勤務し 本講習の受講を希望する教諭 臨時的任用を含む｡

助教諭，養護教諭，養護助教諭，栄養教諭，講師（常勤又は非常勤）及び実習助手

＊１ 令和元年10月29日付け事務連絡「免許状更新制における免許状更新講習の受講及び円滑な手続等について」

（鹿児島県教育庁教職員課長）を参照のこと。

５ 講習実施日
(1) 小学校，義務教育学校（前期課程）及び特別支援学校の教諭等，全校種の養護教諭，栄

養教諭等を対象とした講習

令和２年７月27日（月）～ ７月31日（金）

(2) 中学校，義務教育学校（後期課程）及び高等学校の教諭等を対象とした講習

令和２年８月３日（月）～ ８月７日（金）

６ 会 場

○ 鹿児島県総合教育センター（鹿児島市宮之浦町862番地）

○ 鹿児島県総合体育センター体育館・武道館（鹿児島市与次郎一丁目4-20）

７ 講習内容

【１日間 〔６時間〕(1) 必修領域 】

全ての受講者が受講する領域

○ 教育政策の動向と本県教育の課題 ○ 特別支援教育

○ 児童生徒の発達課題の理解と支援 ○ 教育相談・生徒指導

【１日間 〔６時間〕(2) 選択必修領域 】

， ，受講者が所有する免許状の種類 勤務する学校の種類又は教育職員としての経験に応じ

選択して受講する領域

○ これからの教員に求められる資質 ○ 教育法令

○ 学校を活性化させる学校組織マネジメント

【３日間 〔18時間〕（3） 選択領域 】

受講者が任意に選択して受講する領域

※ 「令和２年度鹿児島県総合教育センターにおける免許状更新講習選択領域別紙１

講座一覧」を参照
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８ 受講形態及び留意点

(1) 受講形態

受講形態は次のア，イ，ウの３通り （これ以外の受講形態はない ）。 。

選択領域講習内容
必修領域 選択必修領域 （１日講座と２日講座）受講形態

１日間 １日間 ３日間〔18時間〕ア ５日間受講
（ ）〔計30時間受講〕 〔６時間〕 〔６時間〕 必ず１日講座と２日講座の両方を受講

３日間〔18時間〕イ ３日間受講
（ ）〔計18時間受講〕 必ず１日講座と２日講座の両方を受講

１日間 １日間ウ ２日間受講
〔６時間〕 〔６時間〕〔計12時間受講〕

(2) 留意点

ア 鹿児島市の公立学校（小学校，中学校及び高等学校）に勤務する教諭が，本講習を希

望する場合 「 の(1)のイ ３日間受講」になる。， ８

※ 必修領域及び選択必修領域については，パワーアップ研修の共通研修として，

鹿児島市教育委員会が実施する講習を受講し，当センターでは受講しないため。

イ 選択領域は 「旧免許状 「新免許状｣ のどちらを所持しているかによって，以下， 」， ＊２

のように受講する講習内容が異なるので留意する。

講 習 内 容 備 考

職に対応した講習を受講

① 教諭の職にある者は，教諭対象の講習旧免許状

② 養護教諭の職にある者は，養護教諭対象の講習所持者

③ 栄養教諭の職にある者は，栄養教諭対象の講習

所持する免許状の種類に応じた講習を受講

① 教諭の免許状所持者は，教諭対象の講習

② 養護教諭の免許状所持者は，養護教諭対象の講習

③ 栄養教諭の免許状所持者は，栄養教諭対象の講習新免許状

④ 三つの免許種（教諭免許状，養護教諭免許状，栄所持者

養教諭免許状）のうち，二つ以上の免許種の免許状

を所持している者は，＊３を参照のこと

別紙１ 講座ウ パワーアップ研修対象の養護教諭は，専門研修Ⅰとして 【２日講座】の

を選択する。番号3019「健康教育」

＊２ 令和元年10月29日付け事務連絡「免許状更新制における免許状更新講習の受講及び円滑な手続等について」

（鹿児島県教育庁教職員課長）を参照のこと。

＊３ 新免許状所持者で 「教諭」と「養護教諭」の免許状を所持している者が，両方の免許状を更新しようとす，

る場合，現在の職にかかわらず，｢教諭対象｣の講習を18時間以上 「養護教諭」対象の講習を18時間以上，そ，

れぞれ受講する必要がある。ただし， の「１日講座 ，｢２日講座」の備考欄に○が付いている講座講座別紙１ 」

を選択すれば，講習の対象免許種に「教諭｣，｢養護教諭」が併せ含まれているので，18時間の受講で両方の免

許種の更新に必要な選択領域講習を履修・修了することができる。(下表参照)

備 考1日講座 2日講座 更新の可否

養護教諭免許状 栄養教諭免許状〔6時間受講〕 12時間受講 教諭免許状〔 〕

免許種に応じた講座(各18時間)を他機｢○｣なしの講座 ｢○｣なしの講座
○ × ×

関で受講すれば，他の免許状も更新可(教諭対象講座) (教諭対象講座)

｢○｣付きの講座 ｢○｣付きの講座 ○ ○ ○

の選択領域別紙１
講座一覧において，
備考欄に○が付いて
いる講座は，講習の

，対象免許種に｢教諭｣
｢養護教諭｣，｢栄養教
諭」が併せ含まれて

。 ， ，いる 表内の② ③
④に該当する者は，
留意すること。
なお，○の付いてい

ない講座の対象免許種
， 。は ｢教諭｣のみである
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※ 実施期日は上段が｢小･特･養･栄｣，下段が｢中･高｣９ 期日及び日程

必修領域 選択必修領域 選択領域【３日間】

1日講座 2日講座(1日目) 2日講座(2日目)【１日間】 【１日間】

７月27日(月) ７月28日(火) ７月29日(水) ７月30日(木) ７月31日(金)実 施 実 施 実 施

８月３日(月) ８月４日(火) ８月５日(水) ８月６日(木) ８月７日(金)期 日 期 日 期 日

8:30 受 付 8:30 受 付 8:30 受 付 受 付 受 付
8:50 日程説明 8:50 日程説明 8:50 日程説明 日程説明 日程説明
9:00 8:55 9:00

講義 講義・演習 講義・演習 講義・演習
講義・演習 分 180分 180分 180分170

準備（25） 準備（15） 準備（15） 準備（15）190分
準備（25）

12:10
12:15

昼食・休憩
12:35 昼食・休憩 昼食・休憩 昼食・休憩

13:10
昼食・休憩 13:15

13:35 演習 講義・演習 講義・演習 講義・演習
講義・演習 155分 140分 180分 140分

準備（10） 準備（15） 準備（15） 準備（15）130分
準備（10）

15:55 15:55 15:50 15:50
移動 移動 移動 移動

16:0016:05 16:05 16:00

準備・説明 準備・説明 準備・説明 準備・説明

16:1016:10 16:10 16:10

履修認定試験 履修認定試験 履修認定試験 履修認定試験
40分 40分 16:30 40分 40分

【計６時間】
16:50 16:50 16:5016:50

【計６時間】【計６時間】 計６時間【 】 【計６時間】

※ 受付・終了時刻以外は，講座によって日程を変更することがある。

10 受講手続及び申込期間

(1) 受講手続

」 。別紙２｢令和２年度鹿児島県総合教育センターにおける免許状更新講習受講手続等 を参照する

※ パワーアップ研修対象者についても，本手続が必要である。

(2) 申込期間

令和２年４月20日（月）から５月15日（金）まで（５月15日消印有効）

(3) 留意事項

受講手続における印鑑漏れや記載ミスなどがあれば，受講を認めない場合がある。
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11 履修認定試験及び結果の郵送

必修領域，選択必修領域，選択領域（講座ごと）のそれぞれにおいて履修認定試験（筆記

試験）を実施し，その内容によって認定又は不認定の判定を行う。

認定と判定された受講者には，当該講習の「免許状更新講習修了証明書」又は「免許状更

新講習履修証明書」を９月末日を目途に本人へ郵送する。

不認定と判定された受講者には，その結果を本人へ通知（郵送）する。修了するには，必

要な講習を他機関で受講することとなる。

12 台風接近等に伴う対応

台風接近等の自然災害又はその他の事由により，パワーアップ研修の全て及び一部が中止

又は延期された場合，本講習は実施できない（延期もできない 。。）

※ 講習の実施の可否等については，県総合教育センターＷebサイトのトップページで

確認すること。

13 その他

(1) 事前アンケート及び事後評価

受講に先立ち，決定した講座ごとに「事前アンケート」を県総合教育センター所長へ郵

送する 「事前アンケート」の様式や郵送期限は，受講決定の通知で知らせる。受講決定。

は，校長を通して６月中に受講者へ通知（郵送）する。

また，受講後には講座の内容・方法などの改善のための事後評価を行い，受講者は受講

した講座ごとに回答して，履修認定試験終了時に試験担当者に提出する。

(2) 持参するもの

ア 出席簿用印鑑（全ての受講日に持参）

イ 「受講票 （受講する講座の履修認定試験日に持参）様式２ 」

ウ Ｂ又は２Ｂの鉛筆かシャープペンシル（黒のボールペンは不可）

， 。「 」※ 講座によっては 事前のレポートや当日の服装などについての指示がある の(3)７

に示した県総合教育センターＷebサイトで必ず確認をすること。

(3) 経費

ア 受講料は徴収しない（無料 。ただし，交通費等は自己負担とする。）

イ パワーアップ研修対象者の旅費については，令和２年度パワーアップ研修（中堅教諭

等資質向上研修）等における共通研修・講座選択研修開催要項（４月下旬発送予定）に

示すとおりとする。

(4) 申込書における「修了確認期限｣及び「有効期間の満了の日｣については，免許状や証明

書等に記載のとおり すること。，「平成」で記入

…提出した「様式２受講票」は，受講

者番号を付して決定通知とともに受講

者へ返送



番号 講　　座　　名 研 修 会 場 備考 番号 講　　座　　名 研 修 会 場 備考

3001 小学校　道徳 県総合教育センター 3020 中学校　道徳 県総合教育センター

3002 小学校　総合的な学習の時間   〃 ○ 3021 中学校　総合的な学習の時間   〃 ○

3003 小学校　特別活動   〃 ○ 3022 中学校　特別活動   〃 ○

3004 小学校　生徒指導   〃 ○ 3023 中学校　生徒指導   〃 ○

3005 小学校　学級経営   〃 3024 中学校　学級経営   〃

3006
小学校・特別支援学校　学校
カウンセリング

  〃 ○ 3025
中学校・高等学校　学校カウ
ンセリング

  〃 ○

3007
小学校・特別支援学校　情報
教育

  〃 3026 中学校・高等学校　情報教育   〃

3027 高等学校　生徒指導   〃 ○

3028 高等学校　進路指導   〃

番号 講　　座　　名 研 修 会 場 備考 番号 講　　座　　名 研 修 会 場 備考

3008 小学校　国語 県総合教育センター 3029 中学校　国語 県総合教育センター

3009 小学校　社会   〃 3030 中学校　社会   〃

3010 小学校　算数   〃 3031 中学校　数学   〃

3011 小学校　理科   〃 3032 中学校　理科   〃

3012 小学校　生活   〃 3033
中学校　技術・家庭(技術分
野)

  〃

3013 小学校　音楽   〃 3034 中学校　外国語   〃

3014 小学校　図画工作   〃 3035 中学校・高等学校　音楽   〃

3015 小学校　家庭   〃 3036 中学校・高等学校　美術   〃

3016
通常の学級における指導・支
援

  〃 ○ 3037 中学校・高等学校　家庭   〃

3017
特別支援学校・特別支援学級
における指導・支援

  〃 3038
発達障害等のある生徒への指
導・支援

  〃 ○

3018
小学校・特別支援学校　体育
授業実践講座

県総合体育センター 3039 高等学校　国語   〃

3019 健康教育 県総合教育センター ○ 3040 高等学校　地理歴史   〃

3041 高等学校　公民   〃

3042 高等学校　数学   〃

3043 高等学校　理科   〃

3044 高等学校　外国語   〃

3045 高等学校　商業   〃

3046 高等学校　工業   〃

3047
中学校・高等学校　体育授業
実践講座

県総合体育センター

3048 高等学校　農業 県総合教育センター

〔中学校・高等学校教諭対象〕

令和２年度県総合教育センターにおける免許状更新講習選択領域　講座一覧

※　備考欄に○が付いている講座は，講習の対象免許種に「教諭｣，｢養護教諭｣，｢栄養教諭｣が併せて含まれてい
  ます。実施要項「８の(2)のイ」を参照してください。

※　パワーアップ研修対象の養護教諭は，専門研修Ⅰと
　して【２日講座】の講座番号3019｢健康教育｣を選択す
　ること。

別紙１

【１日講座】（８月５日）

【２日講座】（８月６・７日）

〔小学校・特別支援学校教諭，養護教諭，栄養教諭対象〕

【１日講座】（７月29日）

【２日講座】（７月30・31日）



別紙２

令和２年度鹿児島県総合教育センターにおける免許状更新講習
受講手続き等

１ 受講手続き等の概要

様式１，様式２，提出用封筒，返信用封筒（２種類）を作成し，記入例
受講希望者

とともに校長に提出する。→ 別紙２「２ 申込方法⑴～⑶」を参照

提出された の上，証明者記入欄に記入・押
校 長

様式及び封筒の記載内容を確認

→ 別紙２「２ 申込方法⑷」を参照印し，対象者本人に渡す。

様式１，様式２，返信用封筒（２種類） 鹿児島県総合教育センターへ
受講希望者

を

する。 ※ 申込期限：令和２年５月15日 （当日消印有効）郵送

受講する講座の決定について，校長宛に郵送通知する （６月中）県総合教育センター 。

鹿児島県総合教育セ受講する講座ごとに「事前アンケート」を作成し，

する （様式及び郵送期限は決定通知にて連絡）ンターへ郵送 。
受 講 者

県総合教育センターにおいて更新講習を受講し，履修認定試験を受験する｡

不認定と判定された
認定と判定された場合は 「免許状更新講習， 場合は，その結果を受県総合教育センター

（ ） 」 。修了又は履修 証明書 を受講者へ郵送する 講者へ郵送通知する。

他機関で免許状更新
免許管理者（県教育委員会）に対し，免許状

講習を受講する。
受 講 者 更新講習修了確認申請の手続を行う。

（手続先：県教育庁教職員課）

※ 更新講習修了確認を受けずに修了確認期限を過ぎると，免許状は失効するので留意すること。

２ 申込方法

⑴ 「令和２年度鹿児島県総合教育センターにおける免許状更新講習受講申込書」及び様式１

「 」 。様式２ 令和２年度鹿児島県総合教育センターにおける免許状更新講習受講票 を作成する

（様式１，２は，センターホームページからダウンロードできます ）。

（ 。）ア 対象者ごとにＡ Ｂを選択する， 。対象者によって作成する様式が違うので注意すること

→パワーアップ研修対象者 →離島勤務者（パワーアップ研修対象者以外）Ａ Ｂ

イ 必要事項 （ 記入例」参照）を記入， の上， を貼付する押印 写真(縦４㎝×横３㎝) 。「

， 。 ，(ｱ) 記載された情報で証明書を発行するため こと なお氏名等 戸籍どおりに記載する，

， ， 。Excel入力で正しく記載できない外字等の場合は 手書きで記入空欄のまま印刷し すること

(ｲ) 「所持する全ての免許状」欄は，必ず すること。全ての免許状について重複なく記入

延期等 の有無について，所定の欄(ｳ) （｢修了確認期限の延期｣または｢有効期間の延長｣）

。に記入するとともに 延期等をした者は その旨を証明する書類の写しを添付， ， すること

選択領域講座の受講を希望する場合は を参照の上 ｢１日講座｣及び｢２日講座｣(ｴ) ， ，別紙１

それぞれについて，必ず第１希望及び第２希望の講座番号と講座名を記入すること。

※ 養護教諭・養護助教諭は，実施要項「 の(2)のウ」を参照すること。８
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⑵ 及び を作成する。※ 参照送付用封筒 返信用封筒 【封筒記入例Ａ～Ｃ】

⑶ 対象者は， ， ， とともに校長に提出様式１（両面 様式２ 送付用封筒及び返信用封筒①・②）

する。

⑷ 校長は 記載内容等についてpp.3-4の の上 証明者記入欄に 証明年月日 ,， ， 「 」「 」記入例 で確認

「校長氏名」を記入するとともに ，対象者本人に渡す。，「職印」を押印し

※ 封筒は を使用すること【封筒記入例】 Ａ，Ｂ，Ｃとも定形外 角形２号〈240mm×332mm〉

【記入例Ａ ・・・送付用封筒】
受講者 → 県総合教育センター所長 宛

〒８９１－１３９３

【記入例Ｂ ・・・返信用封筒① 【記入例Ｃ ・・・返信用封筒②】 】
県総合教育センター → 校長 宛 県総合教育センター → 受講者 宛

〒□□□－□□□□ 〒□□□－□□□□

※ 郵便料金に応じた切手を貼付のこと。

同封する書類の数や封筒の重さによっ

て郵便料金が異なります。料金不足の場

合は，受領できません。

送付物
□ 様式１（両面印刷）

□ 様式２

□ 返信用封筒①

□ 返信用封筒②

□ 修了確認期限の延期や有効期間の延長

を行った者は，その旨を証明する書類の

写し

申込期限

令和２年５月15日（金）

･･･【 当日消印有効 】

鹿
児
島
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

殿

鹿
児
島
市
宮
之
浦
町
八
六
二
番
地

免
許
状
更
新
講
習
受
講
申
込
書
在
中

切
手

○
○
○
立
○
○
○
○
学
校
長

殿

○
○
○
市
○
○
町
○
○
○
番
地

免
許
状
更
新
講
習
受
講
決
定
通
知
在
中

親
展

親
展

120円
切手

120円
切手

様

○
○
○
市
○
○
町
○
○
○
番
地

○
○

○
○
○

受講者氏名に続けて｢様｣と記入。

（ 「行」は使用しない。）

朱書き 朱書き

朱書き

-2-



様
式
１
の
Ａ
（
表
面
）

〔
令
和
２
年
度
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
対
象
者
用
〕

※
　
受
講
者
番
号
は
記
入
し
な
い
こ
と

P
中

3
－

年
月

日

立

－
）

平
成

3
4
年

3
月

3
1
日

平
成

2
3
年

3
月

2
4
日

平
成
3
3
年

3
月

3
1
日

平
成

2
3
年

3
月

2
4
日

平
成
3
3
年

3
月

3
1
日

平
成

2
4
年

3
月

2
5
日

平
成
3
4
年

3
月

3
1
日

年
月

日
平

成
年

月
日

年
月

日
平

成
年

月
日

〔
証
明
者
記
入
欄
〕

  
　

上
記

の
者

は
令

和
２

年
度

鹿
児

島
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

免
許

状
更

新
講

習
実

施
要

項
の

受
講

対
象

者
に

  
該

当
す

る
こ

と
を

証
明

す
る

。

年
月

日

印

令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
免
許
状
更
新
講
習
受
講
申
込
書

受
講
者
番
号

ふ
り
が
な

よ
し

だ
か

ず
ゆ

き
申 込 印

生 年 月 日

勤
務
校

鹿
児
島
市

大
原
台

中
学
校

写
　
真

平
成

1
5

8
氏
　
名

吉
田

一
如

鹿
児
島
市
宮
之
浦
町
８
６
２
番
地

職 名
教
諭

【
電
話
番
号
】

縦
：
４
c
m

（
上

半
身

・
白

黒
可

）

0
9
9

－
2
8
4

－

横
：
３
c
m

2
8
6
4

（
〒

2
8
6
4

所
持
す
る

全
て
の

免
許
状

免
許
状
の
種
類

教
科
･
特
別
支
援

教
育
領
域
等

授
与
年
月
日

※
免

許
状

記
載

の
日

付
を

記
入

教
諭

免
許

状

新
免
許
状

【
連
絡
先
電
話
番
号
】

※
自
宅
・
携
帯
等

0
9
9

－
2
9
4

最
も
遅
い
有
効
期
間
の
満
了
の
日

更
新
申
請
期
限

延
期
等
の
有
無

×

職
員
番
号
(
全
角
６
桁
)

１
２
３
４
５
６

現
住
所

二
種

免
許

状

所
持
免
許
状
の

新
・
旧
の
区
分

有
効

期
間

の
満

了
の

日
※

新
免

許
状

所
持

者
の

み

中
学
校

教
諭

幼
稚
園

教
諭

8
9
1

1
3
9
3

－

教
諭

一
種

免
許

状
国
語

小
学
校

教
諭

二
種

免
許

状

免
許

状

　
中
学
校
・
高
等
学
校
　
情
報
教
育

　
中
学
校
　
社
会

○

一 日 講 座

第
1
希
望

3
0
2
1

　
高
等
学
校
　
国
語

※
 
現

有
す

る
免

許
状

が
上

記
以

外
に

あ
る

場
合

，
そ

れ
ら

の
免

許
状

に
つ

い
て

は
別

紙
「

様
式

１
の

A
の

裏
面

」
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

○
 
受
講
希
望
講
習
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

領
　
域

受
講
の

有
無

区
 
分

講
座
番
号

必
修
領
域
及
び

選
択
必
修
領
域

×
中
･
高

中
･
高
2

受
 
講
 
日

教
育
の
最
新
事
情
１

教
育
の
最
新
事
情
２

講
座
の
名
称

選
択
領
域

第
2
希
望

3
0
2
6

二 日 講 座

第
1
希
望

3
0
3
0

第
2
希
望

3
0
3
9

8
月
5
日

8
月
5
日

8
月
6
日

～
8
月
7
日

8
月
6
日

～
8
月
7
日

○
中
学
校
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

 
※

　
選

択
領

域
を

希
望

す
る

場
合

，
「

１
日

講
座

」
と

「
２

日
講

座
」

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
，

必
ず

第
２

希
望

ま
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

○
　
研
修
に
お
い
て
，
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
は
，
配
慮
・
支
援
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和

2
4

2
4

宮
之
浦
　
学

（
校
長
氏
名
）

５

6

1 3

2

4

12

9

10

7
8

11

○
・
×

で
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。

様
式
２
の
Ａ

※
　
受
講
者
番
号
は
記
入
し
な
い
こ
と

P
中

3
－

年
月

日

立

〔
証
明
者
記
入
欄
〕

  
　

上
記

の
者

は
令

和
２

年
度

鹿
児

島
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

免
許

状
更

新
講

習
実

施
要

項
の

受
講

対
象

者
に

  
該

当
す

る
こ

と
を

証
明

す
る

。

年
月

日
印

※
　

カ
ッ

ト
せ

ず
に

，
Ａ

４
サ

イ
ズ

で
提

出
す

る
こ

と
。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

　
「証

明
者

記
入

欄
」に

は
，
｢証

明
年

月
日

｣及
び

｢校
長

氏
名

｣を
記

入
し

，
公

印
を

押
印

し
て

あ
る

。
　
 【

様
式

１
，
様

式
２
共

通
】

　
送

付
用

封
筒

，
返

信
用

封
筒

①
（校

長
宛

），
返

信
用

封
筒

②
（
本

人
宛

）
に

つ
い

て
，
別

紙
２
で

確
認

し
た

。

　
所

持
す

る
免

許
状

は
，
漏

れ
や

重
な

り
な

く
全

て
正

確
に

記
入

し
て

あ
る

。
　
※

 様
式

１
は

，
裏

面
が

空
欄

で
あ

っ
て

も
両

面
印

刷
す

る
こ

と
。

　
受

講
の

有
無

（「
○

」ま
た

は
「×

」）
は

，
領

域
ご

と
に

記
入

し
て

あ
る

。
（２

箇
所

）

　
受

講
を

希
望

す
る

選
択

領
域

の
「講

座
の

名
称

」
及

び
「受

講
日

」
は

，
確

認
し

た
。

　
※

　
選

択
領

域
講

座
の

受
講

希
望

者
の

み

　
職

員
番

号
は

正
確

に
記

入
し

て
あ

る
。

　
所

持
免

許
状

の
新

・旧
の

区
分

は
，
記

入
し

て
あ

る
。

　
※

　
平

成
2
1
年

３
月

3
1
日

以
前

に
授

与
さ

れ
た

免
許

状
は

「
旧

免
許

状
」
で

，
当

該
免

許
状

で
更

新
　
　
講

習
を

受
け

て
も

「旧
免

許
状

」の
区

分
は

変
わ

ら
な

い
の

で
留

意
す

る
こ

と
。

　
｢修

了
確

認
期

限
」 

ま
た

は
 「

最
も

遅
い

有
効

期
間

の
満

了
の

日
」 

は
，
関

係
書

類
で

確
認

の
上

，
正

し
く
記

入
す

る
と

と
も

に
，
延

期
等

の
有

無
（
「
○

」
ま

た
は

「
×

」
）
に

つ
い

て
記

入
し

て
あ

る
。

　
※

 延
期

等
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

，
そ

の
旨

を
証

明
す

る
書

類
の

写
し

を
添

付
す

る
こ

と
。

　
勤

務
校

の
情

報
（学

校
名

，
電

話
番

号
）は

，
正

確
に

記
入

し
て

あ
る

。

　
職

名
は

，
正

確
に

記
入

し
て

あ
る

。

　
写

真
（縦

4
cm

×
横

3
cm

）は
，
正

面
向

き
の

上
半

身
の

も
の

，
か

つ
，
鮮

明
で

縦
横

比
の

変
更

の
な

い
も

の
を

貼
っ

て
あ

る
。
  

【様
式

１
，
様

式
２
共

通
】

チ
ェ
ッ
ク
表

（
次

の
各

項
目

に
つ

い
て

，
提

出
前

に
も

う
一

度
確

認
し

て
く
だ

さ
い

。
）

チ
ェ

ッ
ク

欄

チ
ェ

ッ
ク

項
目

本
人

所
属

長

　
氏

名
(漢

字
氏

名
・ふ

り
が

な
)，

生
年

月
日

は
戸

籍
ど

お
り
に

記
入

し
て

あ
る

。

　
申

込
印

（私
印

）は
押

印
し

て
あ

る
。
（
浸

透
印

は
不

可
）
【様

式
１
，
様

式
２
共

通
】

令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
免
許
状
更
新
講
習
受
講
票

受
講
者
番
号

よ
し

だ
か

ず
ゆ

き
申 込 印

生 年 月 日

平
成

1
5

8
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
対
象

吉
田

一
如

写
　
真

氏
　
名

ふ
り
が
な

横
：
３
c
m

平
成

2
4

2
4

（
校
長
氏
名
）

宮
之
浦
　
学

勤
務
校

鹿
児
島
市

大
原
台

中
学
校

職 名
教
諭

（
上
半
身
・
白
黒
可
）

【
電
話
番
号
】

0
9
9

－
2
8
4

－
2
8
6
4

縦
：
４
c
m

2

５

12

記
入
例
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様
式
１
の
Ｂ
（
表
面
）

〔
離
島
勤
務
者
(
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
対
象
者
以
外
)
用
〕

※
　
受
講
者
番
号
は
記
入
し
な
い
こ
と

Ｉ
養

5
－

年
月

日

立

－
）

平
成

3
3
年

3
月

3
1
日

平
成

1
0
年

3
月

2
5
日

平
成

年
月

日

平
成

1
0
年

3
月

2
4
日

平
成

年
月

日

平
成

1
9
年

3
月

1
5
日

平
成

年
月

日

年
月

日
平

成
年

月
日

年
月

日
平

成
年

月
日

〔
証
明
者
記
入
欄
〕

  
　

上
記

の
者

は
令

和
２

年
度

鹿
児

島
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

免
許

状
更

新
講

習
実

施
要

項
の

受
講

対
象

者
に

  
該

当
す

る
こ

と
を

証
明

す
る

。

年
月

日

印

令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
免
許
状
更
新
講
習
受
講
申
込
書

離
島
名

9
徳
之
島

受
講
者
番
号

昭
和

4
9

5
8

写
　
真

氏
　
名

宮
之
浦

さ
や
か

ふ
り
が
な

み
や

の
う

ら
さ

や
か

申 込 印

生 年 月 日

勤
務
校

徳
之
島
町

大
原
台

中
学
校

職 名
養
護
教
諭

（
上

半
身

・
白

黒
可

）

【
電
話
番
号
】

縦
：
４
c
m

現
住
所

（
〒

8
9
1

7
1
0
1

横
：
３
c
m

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
１
２
３
番
地

0
9
9
7

－
1
2

－
3
4
5
6

【
連
絡
先
電
話
番
号
】

※
自
宅
・
携
帯
等

0
9
9
7

－
1
2

－
3
2
1
0

職
員
番
号
(
全
角
６
桁
)

１
２
３
４
５
６

所
持
免
許
状
の

新
・
旧
の
区
分

旧
免
許
状

所
持
す
る

全
て
の

免
許
状

免
許
状
の
種
類

教
科
･
特
別
支
援

教
育
領
域
等

授
与
年
月
日

※
免

許
状

記
載

の
日

付
を

記
入

有
効

期
間

の
満

了
の

日
※

新
免

許
状

所
持

者
の

み

養
護

教
諭

一
種

免
許

状

中
学
校

教
諭

二
種

免
許

状
音
楽

教
諭

免
許

状

修
　
了
　
確
　
認
　
期
　
限

更
新
申
請
期
限

延
期
等
の
有
無

○

領
　
域

受
講
の

有
無

区
 
分

講
座
番
号

講
座
の
名
称

受
 
講
 
日

教
育
の
最
新
事
情
１

教
育
の
最
新
事
情
２

7
月
2
7
日

～
7
月
2
8
日

必
修
領
域
及
び

選
択
必
修
領
域

○
小
･
特
･
養
･
栄

小
･
特
･
養
･
栄
2

 
※

　
選

択
領

域
を

希
望

す
る

場
合

，
「

１
日

講
座

」
と

「
２

日
講

座
」

の
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
，

必
ず

第
２

希
望

ま
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

○
　
研
修
に
お
い
て
，
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
は
，
配
慮
・
支
援
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和

2
4

2
4

吉
田
　
宮
之

（
校
長
氏
名
）

※
 
現

有
す

る
免

許
状

が
上

記
以

外
に

あ
る

場
合

，
そ

れ
ら

の
免

許
状

に
つ

い
て

は
別

紙
「

様
式

１
の

B
の

裏
面

」
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

特
別
支
援
学

校
自
立
教
科

教
諭

二
種

免
許

状
理
療
，
音
楽

教
諭

免
許

状

○

一 日 講 座

第
1
希
望

3
0
0
6

7
月
2
9
日

7
月
2
9
日

○
 
受
講
希
望
講
習
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

第
1
希
望

3
0
1
6

○
特
別
支
援
教
育
　
通
常
の
学
級
に
お
け
る
指

導
・
支
援

○
健
康
教
育

7
月
3
0
日

～
7
月
3
1
日

7
月
3
0
日

～
7
月
3
1
日

○
小
学
校
・
特
別
支
援
学
校
　
学
校
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ

○
小
学
校
　
生
徒
指
導

第
2
希
望

3
0
1
9

選
択
領
域

第
2
希
望

3
0
0
4

二 日 講 座

５

6

1

3

2

4

12

9

10

7

11

8

最
初
に
，
離
島
名
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

○
・
×

で
選

択
し

て
く
だ

さ
い

。

様
式
２
の
Ｂ

※
　
受
講
者
番
号
は
記
入
し
な
い
こ
と

I
養

5
－

年
月

日

立

〔
証
明
者
記
入
欄
〕

  
　

上
記

の
者

は
令

和
２

年
度

鹿
児

島
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

免
許

状
更

新
講

習
実

施
要

項
の

受
講

対
象

者
に

  
該

当
す

る
こ

と
を

証
明

す
る

。

年
月

日
印

※
　

カ
ッ

ト
せ

ず
に

，
Ａ

４
サ

イ
ズ

で
提

出
す

る
こ

と
。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

5
8

離
島
勤
務
者
対
象

氏
　
名

宮
之
浦

さ
や
か

写
　
真

令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
免
許
状
更
新
講
習
受
講
票

受
講
者
番
号

ふ
り
が
な

み
や

の
う

ら
さ

や
か

申 込 印

生 年 月 日

昭
和

4
9

横
：
３
c
m

令
和

2
4

2
4

吉
田
　
宮
之

（
校
長
氏
名
）

養
護
教
諭

（
上
半
身
・
白
黒
可
）

【
電
話
番
号
】

0
9
9
7

－
1
2

－
3
4
5
6

縦
：
４
c
m

勤
務
校

徳
之
島
町

大
原
台

中
学
校

職 名

チ
ェ
ッ
ク
表

（次
の

各
項

目
に

つ
い

て
，
提

出
前

に
も

う
一

度
確

認
し

て
く
だ

さ
い

。
）

チ
ェ

ッ
ク

欄

チ
ェ

ッ
ク

項
目

本
人

所
属

長

　
離

島
名

を
記

入
し

，
氏

名
(漢

字
氏

名
・ふ

り
が

な
)，

生
年

月
日

は
戸

籍
ど

お
り
に

記
入

し
て

あ
る

。

　
申

込
印

（私
印

）は
押

印
し

て
あ

る
。
（浸

透
印

は
不

可
）
【様

式
１
，
様

式
２
共

通
】

　
勤

務
校

の
情

報
（学

校
名

，
電

話
番

号
）
は

，
正

確
に

記
入

し
て

あ
る

。

　
職

名
は

，
正

確
に

記
入

し
て

あ
る

。

　
写

真
（縦

4
cm

×
横

3
cm

）は
，
正

面
向

き
の

上
半

身
の

も
の

，
か

つ
，
鮮

明
で

縦
横

比
の

変
更

の
な

い
も

の
を

貼
っ

て
あ

る
。
  

【様
式

１
，
様

式
２
共

通
】

　
職

員
番

号
は

正
確

に
記

入
し

て
あ

る
。

　
所

持
免

許
状

の
新

・旧
の

区
分

は
，
記

入
し

て
あ

る
。

　
※

　
平

成
2
1
年

３
月

3
1
日

以
前

に
授

与
さ

れ
た

免
許

状
は

「
旧

免
許

状
」
で

，
当

該
免

許
状

で
更

新
　
　
講

習
を

受
け

て
も

「旧
免

許
状

」の
区

分
は

変
わ

ら
な

い
の

で
留

意
す

る
こ

と
。

　
｢修

了
確

認
期

限
」 

ま
た

は
 「

最
も

遅
い

有
効

期
間

の
満

了
の

日
」 

は
，
関

係
書

類
で

確
認

の
上

，
正

し
く
記

入
す

る
と

と
も

に
，
延

期
等

の
有

無
（
「
○

」
ま

た
は

「×
」
）
に

つ
い

て
記

入
し

て
あ

る
。

　
※

 延
期

等
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

，
そ

の
旨

を
証

明
す

る
書

類
の

写
し

を
添

付
す

る
こ

と
。

　
「証

明
者

記
入

欄
」に

は
，
｢証

明
年

月
日

｣及
び

｢校
長

氏
名

｣を
記

入
し

，
公

印
を

押
印

し
て

あ
る

。
　
 【

様
式

１
，
様

式
２
共

通
】

　
送

付
用

封
筒

，
返

信
用

封
筒

①
（校

長
宛

）
，
返

信
用

封
筒

②
（
本

人
宛

）
に

つ
い

て
，
別

紙
２
で

確
認

し
た

。

　
所

持
す

る
免

許
状

は
，
漏

れ
や

重
な

り
な

く
全

て
正

確
に

記
入

し
て

あ
る

。
　
※

 様
式

１
は

，
裏

面
が

空
欄

で
あ

っ
て

も
両

面
印

刷
す

る
こ

と
。

　
受

講
の

有
無

（「
○

」ま
た

は
「×

」）
は

，
領

域
ご

と
に

記
入

し
て

あ
る

。
（
２
箇

所
）

　
受

講
を

希
望

す
る

選
択

領
域

の
「講

座
の

名
称

」
及

び
「受

講
日

」
は

，
確

認
し

た
。

　
※

　
選

択
領

域
講

座
の

受
講

希
望

者
の

み

２

５

12

記
入
例

-4-

center15
四角形


